
《ワークシート NO．１》             １２月１２日（木）１限 

                 ２年 3 組   番               

（１） 以下のフランス語の原典と、日本語の要約を比較して実際に穴埋めをしてみよう！ 

 

【フランス語原典】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



【日本語 要約】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヒント１】・・・事前課題にもありましたが、①の二重線部分は以下の事を用いて解きま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヒント２】・・・②の点線部分はルートをはずして整理した式を書いてください。 

【ヒント３】・・・③の太線部分は因数定理を用いて解きます。 

計算スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図において CF=a DFB＝b CB=c CE=x とおくと、EF=（            ）

FB=（       ）DEF＝（         ）   となる。したがて、DFE

の微分を考えると、①（          ）であるから、これ
が＝０となるときを考える。 

計算結果より、②（             ）が導き出されることとなる。これを 

③（x－ ）で割ると（        ）という式も導くことができる。このときプー

リーFとおもり Dが静止した状態になる。                                                

                          

［合成関数の微分］ 
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に対してと微分可能な関数である。すなわち整数

が整数である時の関数でが

公式

 



 

  

 

 

 

 

 

 


